
（第三種郵便物認可）２０１０年９月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

落語「虫歯地蔵」や歯の相談

日
時　

10
月
２
日
・
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30

分　
　

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
・
２
１
６
号
室

　
　
　

Ｊ
Ｒ「
京
橋
」駅「
南
口
」徒
歩
３
分「
大
発
ビ
ル
」２
階

定
員　

25
人　
　

会
費　

会
員
・
家
族
１
万
円（
１
人
に
つ
き
）

「
弥
生
会
計
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
記
帳―

初
級
編
」

日
時　

10
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

我
流
の
給
与
計
算―

こ

れ
が
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の
素
」

日
時　

10
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
２
号
会
議
室
（
地
下
鉄
御

堂
筋
線
「
千
里
中
央
」
駅
近
く
）

定
員　

60
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

柿
本
和
俊
氏（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
師
）

「
半
調
節
性
咬
合
器
の
使
い
方
と
そ
の
応
用
」

北
大
阪
地
区

協
同
組
合
ま
つ
り
会
場
で
講
習
会

協
同
組
合
ま
つ
り
会
場
で
講
習
会

日
時　

10
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
久
間
泰
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
麻
酔
学
講
座

准
教
授
）　

会
費　

会
員
３
千
円
、未
入
会
者
１
万
円

「
歯
科
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
安
全
対
策
」

10
月
度
生
涯
研
修

〝いい歯と健康〟つどい 近ブロで開催へ

れ
、
ヘ
チ
マ
の
よ
う
な
形
を

し
た
島
だ
。
そ
の
昔
、
佃
漁

民
が
工
夫
に
工
夫
を
重
ね
て

作
り
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い

　

佃
の
町
名
の
名
付
け
親

は
、
徳
川
家
康
と
い
う
説
が

あ
る
。
家
康
が
こ
の
地
を
訪

れ
た
時
に
、
村
人
に
「
漁
業

成
郡
史
』
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
（
１
６
１
２
年
）、
大

阪
の
佃
村
と
大
和
田
村
の
漁

民
34
人
が
江
戸
に
呼
び
寄
せ

ら
れ
、
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ

た
隅
田
川
の
河
口
に
移
り
住

み
、
佃
島
と
名
付
け
た
そ
う

け
が
緑
に
囲
ま
れ
、
住
民
の

癒
し
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
神
社
も
東
京
・

佃
島
の
住
吉
神
社
と
関
係
が

深
い
。
１
６
４
５
年
に
田
蓑

神
社
の
神
主
が
江
戸
に
移
住

し
、
分
霊
し
て
創
建
し
た
そ

連
綿
と
交
流
が
あ
る
と
は
驚

き
だ
。

　

佃
は
、
１
０
０
年
前
は
４

つ
の
島
に
分
か
れ
て
い
た
。

１
９
３
４
年
に
区
画
整
理
で

埋
め
立
て
ら
れ
、
現
在
の
形

に
な
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、

西
淀
川
区
や
淀
川
区
に
は
、

島
が
つ
く
町
名
が
非
常
に
多

い
。
加
島
、
御
幣
島
、
竹

島
、
歌
島
、
出
来
島
、
中
島

…
…
。
大
阪
が
「
水
の
都
」

と
呼
ば
れ
る
由
縁
が
少
し
分

か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
水

路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
江
戸

時
代
の
大
阪
の
街
に
想
い
を

馳
せ
な
が
ら
佃
を
散
策
す
る

の
も
、
ロ
マ
ン
が
あ
っ
て
素

敵
だ
と
思
う
。

 

（
新
聞
部
・
松
本
博
）

う
だ
。
佃
煮
だ
け
の
関
係
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現

在
も
大
阪
・
佃
の
３
つ
の
小

学
校
は
、
東
京
・
佃
島
小
学

校
と
姉
妹
校
に
な
っ
て
お

り
、
相
互
訪
問
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
約
４
０
０
年
も

だ
。
大
阪
の
佃
と
東
京
の
佃

島
は
、
言
わ
ば
兄
弟
関
係
に

あ
る
。

　

「
千
船
」
駅
か
ら
北
へ
10

分
ほ
ど
歩
く
と
、
田
蓑
神
社

の
鳥
居
が
見
え
る
。
住
宅
街

の
な
か
で
、
神
社
の
一
角
だ

も
大
事
だ
が
、
人
は
ま
ず
田

で
働
け
」
と
言
っ
た
こ
と
か

ら
、
に
ん
べ
ん
に
田
を
つ
け

て
「
佃
」
に
改
め
た
と
か
。

東
京
都
中
央
区
に
も
佃
煮
で

有
名
な
佃
島
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
偶
然
で
は
な
い
。『
西

と
、
そ
こ
は
も
う
佃
。
川
に

囲
ま
れ
、
街
中
と
は
異
な
る

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け

る
。
駅
前
に
並
ぶ
小
さ
な
お

店
に
目
を
や
る
が
、
残
念
な

が
ら
佃
煮
屋
は
見
当
た
ら
な

い
。
佃
煮
だ
け
で
商
売
を
す

る
の
は
、
こ
の
ご
時
世
で
は

や
は
り
難
し
い
の
だ
ろ
う

か
。

る
。

　

阪
神
な
ん

ば
線
「
大
阪

難
波
」
駅
か

ら
約
20
分
、

「
千
船
」
駅

で
下
車
す
る

西
淀
川
区「
佃
」

西
淀
川
区「
佃
」

222

東
京
「
佃
島
」
と
は
兄
弟
関
係

緑豊かな田蓑神社も東京「佃島」と関係が深い

　

老
若
男
女
だ
れ
で
も
一
度

は
口
に
し
た
こ
と
が
あ
る

「
佃
煮
」。
こ
の
由
来
の
地

が
大
阪
に
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。

　

兵
庫
と
の
県
境
の
西
淀
川

区
に
佃
と
い
う
町
が
あ
る
。

神
崎
川
と
左
門
殿
川
に
挟
ま

　

市
民
に
歯
の
大
切
さ
を
伝

え
、
医
師
・
歯
科
医
師
も
歯

科
と
全
身
疾
患
と
の
関
係
に

つ
い
て
目
を
む
け
、
保
険
で

よ
い
歯
科
医
療
を
め
ざ
す
運

動
へ
の
理
解
を
広
げ
よ
う

と
、
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

は
10
月
17
日
（
日
）、
御
堂

筋
ホ
ー
ル
で
「
い
い
歯
と
健

康
の
つ
ど
い
」
を
開
く
。

　

つ
ど
い
は
、
歯
の
大
事
さ

を
伝
え
る
落
語
「
虫
歯
地

蔵
」
や
、
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
に
つ
い
て
考
え
る
対
談

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

催
し
の
前
に
は
会
場
近
辺

で
街
頭
宣
伝
に
取
り
組
み
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
シ
ー
ル
投
票

な
ど
を
活
用
し
、
市
民
と
対

話
す
る
。
ま
た
、
希
望
す
る

市
民
に
対
し
て
「
歯
の
健
康

相
談
」
を
行
う
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
患
者

と
歯
科
関
係
者
が
一
体
と
な

っ
て
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
目
指
す
運
動
に
取
り
組

み
、
東
京
、
千
葉
、
愛
知
、

長
野
、
兵
庫
で
「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
を
」
連
絡
会
を

結
成
。
大
阪
で
も
今
年
５
月

に
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
る
な

ど
、
全
国
に
運
動
が
広
が
っ

て
い
る
。

　

「
つ
ど
い
」
の
参
加
費
は

無
料
、
ご
家
族
、
職
員
、
患

者
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
参

加
し
て
ほ
し
い
と
、
主
催
者

は
チ
ラ
シ
宣
伝
な
ど
で
訴
え

て
い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
歯
科
協

会
事
務
局
ま
で
。

日
時　

10
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
２
０
人

講
師　

嵩
原
安
三
郎
氏
（
弁
護
士
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
ベ
テ
ラ
ン
弁
護
士
が
み
た　

雇
用
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
と
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
」

日
時　

10
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

小
川
歓
氏
（
都
島
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
抜
髄
症
例
を
無
菌
に
す
る
⁉―

チ
ェ
ア
ー
サ
イ
ド

嫌
気
培
養
シ
ス
テ
ム
」

大
阪
市
東
部
地
区
主
催
･
大
阪
市
北
部
地
区
共
催

日
時　

10
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

福
西
啓
八
氏
（
西
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
歯
科
医
事
紛
争
の
傾
向
と
対
策―

リ
ー
マ
ー
か
ら

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
紛
争
ま
で
」

大
阪
市
西
部
地
区
主
催

●
御
堂
筋
ホ
ー
ル
の
所
在
地　

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
難
波

４―

２―

１　

難
波
御
堂
筋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
８
階
（
℡
06―

６
６
３
１―

８
３
０
１
）

●
最
寄
駅　

御
堂
筋
線
「
な
ん
ば
」
駅
徒
歩
１
分
（
13
番
出

口
と
直
結
）

●
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

13
：
00
〜
14
：
00　

街
頭
宣
伝
・
シ
ー
ル
投
票
（
会
場
前
）

14
：
00
〜
14
：
40　

落
語
「
虫
歯
地
蔵
」
笑
福
亭
松
枝
師
匠

14
：
50
〜
16
：
00　

対
談
「
歯
と
全
身
の
健
康
〜
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
を
」
小
林
康
二
氏
（
笑
工
房
代
表
）／
高
本
英

司
氏
（
医
師
・
大
阪
府
保
険
医
協
会
理
事
長
）／
吉
岡
正
雄

氏
（
歯
科
医
師
・
兵
庫
県
保
険
医
協
会
理
事
）

16
：
00
〜
17
：
00　

歯
の
健
康
相
談

楽しんで知ろう！

【
会
場
】
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
階

　

堺
筋
線
・
中
央
線
「
堺
筋
本
町
」
駅
徒
歩
７
分

　

谷
町
線
「
谷
町
４
丁
目
」
駅
徒
歩
７
分

日
時　

10
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

 

田
中
徳
一
氏
（
㈱
日
本
医
業
総
研
）、
湧
嶋
慎
一
氏
（
税
理
士

法
人
関
西
合
同
事
務
所
）

定
員　

60
人　
　

会
費　

会
員
無
料

内
容　

 

開
業
地
選
定
・
資
金
調
達
の
考
え
方
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。
な

お
、
講
師
ら
に
よ
る
個
別
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み
時

に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

定
員　

60
人　
　

会
費　

会
員
無
料

内
容　

強
ま
る
個
別
指
導
の
傾
向
と
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

※ 

「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
」
２
０
１
０
年

８
月
版
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

勤
務
医
対
象「
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」（
医
科
・
歯
科
共
催
）

「
個
別
指
導
対
策
と
日
常
の
カ
ル
テ
の
書
き
方
注
意
点
」


